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1. 背景・目的 
太陽光発電の喫緊の課題は発電 の低減で

あり そのためには 太陽光から電力への変換効率

の向上 製造 の低減 稼動期間の長期化

が必要である そして 稼動期間の長期化 のた

めには 劣化機構の明確化と寿命予測法の開発が不

可欠である そのためには実際に屋外で稼働した

に生じている劣化状態を解析し その事例

を集積することが基本となる 1), 2), 3)   

太陽電池 の水蒸気透過性が劣化機

構に与える影響を検討することを目的として 同じ

場所 宮古島 同じ期間 18 年間 稼動していた

同 同型番の結晶 太陽電池

の中で 水蒸気透過性が低い を含む

が使われている と 含まない

が使われている の比較を行

った  

2. 方法 

に が使用されている型

有型 6枚と が使用されていない型

無型 4枚 それぞれに対して
を用いて STC (Standard test conditions:標準試

験条件 ) における 出力を測定し

Electroluminescence (EL) 画像観察を行った  
3. 結果 
出力測定の結果 定格値 65 Wに対し 有型

の平均は 56.4 W 無型の平均は 36.5 Wであ
り 無型の劣化が大きいことが分かった

有型 無型それぞれにおいて 典型的な

EL画像を図 1に示した EL画像において 暗輝度
部分は劣化していると考えられるため 有型

は 端部から 無型は全体的に劣化

していることが推測できる  
4. 考察 
本研究に用いた では の

み 2種類の部材が混在し 他は全て共通部材が使用

されていると仮定する  
の水蒸気透過性は非常に低いこと

劣化の一要因が水であることから 有型

においては 端部のみから水が浸入することによっ

て端部近傍から劣化していったと思われる 一方

無型は 端部に加えて

全体から水が浸入することによって 有

型よりも広範囲で劣化が進行したと思われる  
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図 1. 曝露後 EL画像 
(a) 有型 (b) 無型. 
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